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しfこり、の取り組みをしっかりと

ていくことが必要になると

によってヲ全体で良かっ

練習に取り組む中で？

学級全体の学び合いの場面）

＠単元計画を知仏活動の見通しをもっO

＠子主り高跳びの基本的な；J.. Jレについて理解する。

＠本時の jレールを確認してヲ今もっている力で走り高跳び｜

に挑戦し，自分の記録を知る。 I 

＠はさみ跳びを助走＠踏み切り＠振り上げ足・抜き宅とプて

きく 4段階に分けて，練習に取り組む。 l 

0友だちの試技を観察することによってりそれぞれ心段階｜

で意識するポイントを考えラ意見を発表する。そして自

分の考；えや友だちの意見をもとにラはさみ跳

時｜具体的な学習・内容（く：三印
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2 ll寺間目に をしし本単元で

自分の考えや友だちの考えを全体で共有したりする場面i

えられる。具体的には，全体の前で、技能の高い生徒に実潰してもらうこと

や意識できていた点に也ついて考え，意見を共有する場の設定を行う。ま

より多くの生徒の考えに触れヲ自分自身の考えや知識と比較することによって新

きるように，生徒から出てくる疑問ゃ意見を全体に投げかけてしぺ。そういったこと

べきポイントや基本的な跳び方が．知識として定着L，自分の課題を考えた

しい考え

から，走り高跳

りする力になっていくと思われる。

しかし，実際iこ自分自身の考えだけで課題を発見していったり，適切な解決方法を考えたりしてし｝く

には限界があると思われる。そこで，自分だけでは気づくことのできない課題の発見につなげて~：くた

を取り入れることにする。お互いの取り組みに対して，ポイントを絞ってしっかりと

させていく。そこから司お互いの意見や気づきを伝え合うことによって，課題の発見だけではなく，課

題を解決していくための方法を考えたり 9 表現していったりすることにつながっていくことを期待した

めにベア

展開計画

次 i

1い「リエンテーション

い単元計画の確認

ト走り高跳びのルールの確認、

2げ式しの計測

1句本時のjレー jレを理解 L,

高跳びに挑戦

走り高跳びに挑戦

。はさみ跳びの練習

＠自分の課題の確認

。ペア学習

l• ヲ

。。
のこれまでの取り組みをふりかえり，

の｛市びを確認すぷ。

つけラ適切

になる。そこーごヲ
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主な学習
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して ＼1＼ く

し，お互い

いのよさ

たりすることで，目

＠課題を解決して1，・，けるように

にして，練習に取り組む。

まとめして，⑨本時のjレール8 

えり

;3 

子どもたちが自分自身や友だち

もっている白金？の力は？

実践事｛yiJ2 体育＠保有主体育

力者伸｛ます保櫨体育学習5棄現す味わわせ：勺i璽重むのs心地よ書
り

罷業

('1)子どものとらえについて
本単元は 2年 3組。 4組の女子生徒各店，計陥で取り組んでいく o このクラスの多くの生徒は；

小学生の頃に走り高跳びではさみ跳びを経験しているo 走り高跳びiこははさみ跳び以外にペリーローレ

や背面跳びといった眺び方が挙げられるがヲそれらの跳び方について知っている生徒はほとんどいなかっ

と

；百万1ii£:ii！~Zf~可；~：：日ヲ：：；，；；；~！：~；：：
し；；午競技は どの種目lこおし1ても記録に挑戦したり，相手と競争したり？楽しさや喜びを味わうこ

;::!;:;::c;oと：j

汁る 本単元の走り高跳びにおいては， リズミカノレな助走から力強く踏み切り，よ同いバ一一千：

；と；こ挑戦したり 9 仲間と競い合ったりすることに意欲をもたせ，運動の心地よさを味わわせてい三に

な動作を見い

ペア

戸、

ーのまとめ

＠まとめ

ふ 11

ぷごとで、日

や身｛宇

していくために1直切な角字決

ていベことができると

自身だけではなく白友だち

一ールク
＼了 dコペユ。コ

・判断力。

そ高めてLsくために

「走り高跳びjの2 

fこ：q名の生徒のうち 15:gr 7J1連動部活動に所属［ており，半数以上の生徒は文同部活重JJや未所属であ

るが9 体育の授業~~；音司をもっている生徒も少なし意欲的に授業に取り組む生徒が多いo 母時間
のぷりかえり等一：；；」ノド－ l・ Iこもヲ同に向けての目標を記入する生徒や 違う跳び方凶兆

戦してみたいなど向上心的っている生徒も多いo またヲ本時の反省点や次の時間に向けての改善点を

記入するなど，思考力や判断力の高い生徒も見られるo 学級のrfl削も強く，両いパーを飛び越？？

きには酌の生徒たちから拍手が起こり 9 お互いに良いところを認め台って授業に取り組んで：L{;:,o し

かし お互いに意欲を高めノ会っていく場面は見られるがラお互いの改善点やつまずきを指摘し合戸

：~~~t:;g:f；；；ょι：：：：1；~；~：c、；；；』五~；~~＇：しむi：：~：1~ ，t:
習することで技能の向上が期待できる。

い戸元で、は小学校で、の走り高跳び、の経験を思い出しながら授業に取り組み，基本的跳び方や意識する

ポイントを理解していく中で，自分の課題を見つ仇解決してい〈ための方法を考えていくこー~~r; 
しとするo そしてヲ自分の試技について考えるだけでない友だちの試技を見f時間も多くれ 0 7こ＼

さんの友だちの試t1~J~，ることによって 自分自身だけではなく友だちの課題→ァ；；＇t＝~：~：：
の方法を考えたりすることによって思考力＠判断力が養われていくと考える。さ八勺 ' 

葉や身体を（吏ヮて表現Lてい〈ことで表現力の育成につなげて1吟たい。

(3) ・11閣で育てる思考力。辛Ill肘＠絹ブ］の育成iこ関する学び合う
4 につし、て

は今までの体験や身につけた知識＠理解をもとにして，論理的に物事を担えたり，説明したり

できるようにな勺てくるつ自分ではできな〈ても仲間の動きについて気づきヲ表現できるようになるの

r• ；＇ アのゲループなどでよ1観察と教え台いのt書面在学習活iJvJ に的り入
さらにその考えJι 

』

ることができると考えるι

はさみ跳こにに取り組んで， 自

それを手引安Lてい九ことによって

この過程の中で．思考ブJ.判断力＠

」.，

方法を考
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そしてp これまでの授業で学んできたこと

自分自身だけではなく友だちの課題を見つけたり

合ったりすることによってヲ仲間との

いを？舌性イ七させていくために，ペア

互いの試技を観察させることにした。そのベア

でヲ少しでもお互いの取り組み

すくするために，これまで

現したりしてきた，

イトボードにまとめた

てアの耳"xり；阻みに交すし．ホワイトボードにもまと

きるようにし，各ポイント別に

てもらうことによりヲどうす

るようにした。以下の写真はその

はその

していくことができるのか

ときの取り組み ある。

以下はペア学習で取り組んだ生徒の学習シートである。
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をj重して考えたり勺

各段階で意識すべきポイントをホワ

（右写真）。そしてつお互いが観

つきや発見をベアにわかりやすく伝えてい

けるように学習カードを用意した。学習カードには，

めた助定＠踏み切り＠振り上げ足。抜き足の 4段階のポイント

気づきを書かせるようにした。観察してもらっ

自分の考えやふりかえり

し

額

て9 最初の段階での自分自身の記録抗日ることからスター卜したc その結果ヲ試しの計測によ：； 1§1 ；~
の記録を女［｜ることができただけではなし生徒の体育ノートから「小学生の頃にやっていたの，ど思い山

L言－ Lた」「小学生のときの記録を越えられるように頑張りたいです」というふりかえりがあり，これ

:::;ti：~；~三二乙~~；，！~~1：~~：高：：μ：：：二；：：；~ ~ ~; :~: :: 
力＠判断力の表現力の育成につながると思われる。

3次では，はさみ跳びを助走＠踏み切り＠振り上け日；＠抜き足と大きく 4段階に分け p 締習に取り組

もでいったの自分自身だけではなく友だちの課題にも気づいていくには，練習に取り組んでいく中で，

；；~巨のこつをつかんでいけるようにヲそれぞれの段階で、意識しなければならないポイントや9 基本的な
跳び方を知っていることが大切になってくる。そ

らを意識することによってヲ「白分の眺び方はどう

だろうか？」「意識できているポイントキコ：意識でき

ていないポイントはどこだろうか？Jと，自分に置

き換えることができてくると思われる。そういコた

基本的な跳び方や意識すべきポイントについて考え

ていくために，全体の；場で技能の高い生徒に実演し

てもらうことによって，その生徒の跳び方の良かっ

た点、について一全体で考える時間を設定した（右写真）。

そして，自分の考えを言葉や身振りなどで全体

現したりヲホワイトボードにまとめたりして全体で

意見を共有できるようにしていった。 jヨFはその時

間の生徒のふりかえりである。

生徒のふりかえりより

＠振り上げ足がとてもよく上がっていた。（生徒A)

＠高く跳んでいる人をみてみれば，胸と足がくっつくくらい密着していました。（主徒B)

＠着地の仕方を参考にしようと思いました。（生徒C)

こういった反省から，全体で生徒の試i支を観察し気づいた点を発表し合うことによってヲ

ろをえつけたり，参考にすべき点に気づいたりすることができ，それぞれの段階におい 一一

；ントを考えることができたと思われるo その他にも「～のようになりたい」「～を頑張りたい」なと

今後の授業に向けての意欲的な目標を書く生徒も見られたo またヲこれらの活動を実践したことにより 9

以下のようなふりかえりをする生徒が増えてきた。
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ペア学習でお互いの取り組みを観察し，気づき・ワンポイントアドバイスを書かせることにより，お

互いの課題を発見していくことができた。そして，上記の生徒の学習シートにあるように「自分ができ

ていると思っていてもとべず，理由がわからない時，友だちに見てもらうと良いことがわかりました。

（生徒A)J「自分では自分なりに意識していたことが，他人の白から見るときちんとできていなかった

こともあって，新しい発見になりました。（生徒B）」という意見から，お互いに気づきを伝え合うこと

によって，自分自身では気づけなかった課題を発見することができたり，改善点を考えたりすることが

できた。また，課題や改善点だけではなく，きちんと意識することができていた点にも気づいくことが

できた。これらから，ペア学習を取り入れ，お互いの取り組みを観察することによって，自分や友だち

の課題や改善点、について思考・判断したり，それを互いに伝え合うことによって表現したりする場となっ

Tこ。

4次ではこれまで学んできたことや考えてきたことを表現していく場として，まとめの計測をした。

そして単元終了時に本単元をとおしてのふりかえりを行った。以下は生徒の単元のふりかえりを抜粋し

たものである。

生徒のふりかえりより

・意識する課題の中で何かが欠けると高い高さを跳べなくなるということを発見することができま

した。それに気づくことができたのは，自分で経験したからというのもあるけど，人を見ること

によって勉強になったからです。最高記録を出せたのも友だちのアドバイスがあったからだと思

います。

・実際走り高跳びをやると90cmしか跳べなくて，その理由がわかりませんでした。でも友だちと取

り組む機会があり，注意を受けたりアドバイスを聞いたりすることによって， 100cmを跳べ， 105cm

も跳ぶことができました。友だちのアドバイスはとても大切だと思いました。
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ヤこれらのふりかえりから，自分自身の課題を発見し，課題を解決していくために適切な解決方法を考

え，それを実践していfためには，友だちの試技を見たり，気づきを伝え合ったりすることによって，

効果が高められていく」とがわかったo また，生徒も友だちの試技を見ることの大切さや，アドバイス
し合うことの大切さを感じたようだった。

4 成果と課題

体育での授業をとおして，思考力・判断力・表現力を高めていくためには，運動の心地よさを味わわ

せ，「やってみたいJという追求の心を引き出していくことがとても大切になってくるo 本単元におい

よ？？口ti~~~~；~：ニニユ！tt:t：指先立~；：：；：，~；：
イントを全体で、考えることができ，それによって得られた知識から，自分の試技はどうだろうかと考え

；；；ヱ；：：；；；去っ；07：~f:；二；ι；江主高官竺こ？；：？主；
ゃ，改めて意識すべきポイントが明確になった生徒など，課題を解決していくために意識すべきポイン

トをはっきりさせることのできた生徒が多く見られた。

課題として以下の 2点を挙げる。

まずーっ目は教師のはたらきかけについてである。本単元においては単元の後半で、ベア学習を行い，

友だちの課題を見つけていったり，新たな自分の課題に気づ、いたりしたことによって，思考力・判断力

が養われ，思考・判断したことを言葉や身振りなどで表現することができたo しかしなが乙 ベア堂羽

での活動や話し合いを全体の場で共有できるようなはたらきかけをするまでにはいたらなか；たo;i~t 
活動に取り組んでいく中で，生徒から出てくる疑問や発見を全体に投げかけ，意見を共有していけるよ

うなはたらきかけをさらに考えていく必要があるO

二つ自は思考・判断・表現したことをいかに技能の習得につなげていけるかである。生徒が「できたJ

とし！う喜びを感じることで、運動の心地よさを味わうことができ，運動を継続していこうという意欲につ

ご：ていく。その「できた」という気持ちこそ技能の習得によって得ることのでき閣であると考

り；；；：；う台！！~oL’これからも運動の心地よさを味わわせ，表現する力を高めていく授業づく
（文責妹尾真人）
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